
 
 



“和”を感じる修学旅行に

この学年は 1 年生の時から“SAH”という言葉を聞いてきました。日常の生活の中でも非認知能力を意識する機会が多かっ 

たでしょう。この修学旅行ではそれがさらに発揮できればと思います！急に雨が降ってきたり、交通機関が遅延したり、班のメン

バーとはぐれてしまったり、、、計画になかったそんなハプニングはきっと起こるでしょう！そんな時こそがみなさんの力の見せど

ころです！今まで身に着けた非認知能力を存分に活かして、学校の外の世界を楽しみ、学び、成長してきてほしいと感じています！ 

また修学旅行は楽しいものですが、自分たちで作り上げた修学旅行だったらもっと楽しいですよね!?みなさんによりよい well-

being を感じてもらうために修学旅行委員は活動してきました！名付けて「SAH 修学旅行」、みんなが満足できるようなそんな旅   

行にしていきたいと思っております！（修学旅行担当 横島先生） 

 

2 年生諸君と広島･関西に行けないのが悔しいので、（かつて 

原校長先生に担任をしてもらった）娘と行った京都の“ゴールド(D)” 

閣寺と“シルバー(ズ)”閣寺、そしてＵＳＪで心臓を捧げてきた 

１００%プライベートな写真を載せます。現地のおいしい“料理” 

を腹一杯食べて、決して“迷子”にならず、団長の言うことをしっ 

かり聞いて、初めて行く土地をしっかり“調査”をして帰ってきて 

ください。（教頭 長岡将之）

☆校長（修学旅行団団長）より☆ 今回、修学旅行委員が中心となり、「前南の修学旅行」を実現するためのルールメイクや企画を

行ってくれました。「連れていってもらう修学旅行」ではなく、自分事として考えられる修学旅行になっていると感じました。これ

こそ前南の修学旅行だと思います。 

さて 2 年生の皆さん、本文中にある通り、修学旅行は 200 名近い皆さんの集団行動です。そのため、修学旅行ならではの楽しみ

もあるし、困難もあります。この、修学旅行を、皆が楽しめる旅行としなければなりません。これは皆さんのエージェンシーにかか

っていると思います。皆さんひとり一人の関わりによって素晴らしい修学旅行になることを期待しています。（校長 原 拡史） 


